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研究成果の概要（和文）：本研究では、木炭を原料として機能性炭素膜であるダイヤモンド薄膜を、独自の水素プラズ
マを用いて、超高温高圧な条件を経ずに合成することを目指している。その結果、プラズマとの反応により木炭原料か
ら生成されるガスはメタンで有り、グロー放電を維持している場合は、生成ガス種はプラズマパラメータに依存しない
事を明らかにした。また、木炭中に含有されるミネラル由来の不純物は、水素エッチング後も原料側表面に残存するた
め、炭素原料の精製作用があることが明らかとなった。現在までに、本手法にてグラファイト様炭素膜が得られており
、グラフェン形成への可能性を新たに見いだした。

研究成果の概要（英文）：In this study, we aimed to synthesize a diamond thin film as a functional carbon 
thin film from charcoal feedstock by using novel high-pressure hydrogen plasma without ultrahigh pressure 
and temperature process conditions. As a result, it was found that methane was mainly generated through 
the chemical reaction between hydrogen plasma and charcoal. Furthermore, the generated gas species is 
independent on plasma parameter, as far as the glow discharge was maintained. The mineral component 
contained in the charcoal remains on the charcoal surface after hydrogen plasma etching. Therefore, it 
was revealed that the proposed deposition method has a refinement effect of carbon feedstock. At the 
present stage, because the graphite-like film can be obtained by the proposed method, it can be found 
that this method has potential to prepare the graphene film.

研究分野：プラズマ科学、材料科学、特殊加工

キーワード： 木質バイオマス　白炭　機能性炭素膜　水素プラズマ　マイクロ波　メタン生成　材料精製
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CH4 とともにアセチレンの生成が認められた。 
 そこで、白炭を原料とした炭素系薄膜の形
成を行った。基板には Si 基板を用いた。得ら
れた薄膜のラマンスペクトルを図 10に示す。
図より、Si 基板上に形成された炭素膜のラマ
ンスペクトルには、G バンド、D バンドさら
には 2D バンドやフォノン運動量の結合に起
因する D+D’バンドが見られ、グラファイト
様の炭素膜が得られている事が分かった。成
膜条件の最適化がなされていないため、ダイ
ヤモンド形成には至らなかったが、上記のラ
マン測定で得られた結果より、本成膜法がグ
ラフェン膜形成へ向けた可能性を持ってい
ることが、本研究により新たに明らかとなっ
た。 
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